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   あ い さ つ 

 

大会会長 

白河市長   鈴 木 和 夫 

 

 今年は、野球伝来 150 年という節目の年であり、野球界は盛り上がりを見せて

います。17 日間にわたり熱戦が繰り広げられ、先日幕を閉じた夏の甲子園では、

仙台育英学園高校が悲願の「白河の関越え」を果たし、大きな感動を届けてくれ

ました。 

こうした中、東北・関東の各都県での試合を勝ち抜いた精鋭 15 チームと開催

市の代表、計 16 チームをここ表郷天狗山球場に迎え、「白河天狗山旗争奪第２

７回東北関東選抜壮年軟式野球大会」を３年ぶりに開催できること、大変嬉しく

思います。 

また、開催にあたり多大なるご尽力を賜りました、東北軟式野球連盟、関東軟

式野球連盟連合会、福島県野球連盟、並びに関係各位に、厚く御礼申し上げます。 

 新型コロナウイルス感染症の発生から 2 年以上が経過いたしましたが、新た

な変異株による感染拡大の波が周期的に押し寄せるなど、未だ収束の兆しが見

えない状況が続いております。この間、私たちは社会生活を送る上で様々な制限

を受けてまいりましたが、同時に、これまで当たり前と思っていた日常生活や社

会活動がいかに尊いものであるかを、改めて認識いたしました。 

皆様も、今まさに、野球ができる喜びを噛みしめていることでしょう。本日は、

日頃の練習の成果を遺憾なく発揮し、清々しくひたむきな仲間との全力プレー

で多くの方々に感動を与えてほしいと思います。 

実行委員会といたしましても、新型コロナウイルスの感染拡大防止に留意し

ながら、壮年の軟式野球大会として全国随一の規模を誇る本大会を今後も継続

して開催し、野球、延いてはスポーツの振興に努めてまいりたいと考えておりま

す。皆様におかれましても、より一層のご理解とご協力を賜りますようお願い申

し上げます。 

白河は、「白河の関」をはじめ、白河藩主松平定信が築造した「南湖公園」、日

本百名城に数えられる「小峰城」、さらには江戸時代から親しまれる縁起物「白

河だるま」など、歴史的・文化的資源に恵まれています。また、醤油ベースのス

ープに手打ちの縮れ麺が特徴の「白河ラーメン」、香り豊かでしっかりとしたコ

シが特徴の「白河そば」など、食文化も豊かです。白河の歴史・文化に触れると

ともに、地元の美味しい「食」もご賞味いただければ幸いです。 

結びに、本大会が皆様にとって実りあるものとなることを心より祈念申し上

げ、挨拶といたします。 



 

   あ い さ つ 

 

                 

東北軟式野球連盟 

会 長 土 田 良 雄 

 

白河天狗山旗争奪第２７回東北関東選抜壮年軟式野球大会の開催にあたり、

一言ご挨拶申し上げます。 

新型コロナウイルス感染症の拡大により、第２５回大会・第２６回大会が中止

となり、３年ぶりの大会が今年も福島県白河市「表郷天狗山球場」を主会場とし

て本大会が盛大に開催される運びとなりましたことは、誠に喜びに堪えません。 

 本大会は、第５０回「福島国体」の開催を記念し、スポーツの振興並びに施設

の有効利用と東北・関東の壮年野球競技のレベルアップを図ることを目的とし

て開催されているものであります。 

 出場される選手の皆さんはこの大会の趣旨を十分に理解し、各県の代表とし

てこの名誉ある大会に出場することを誇りに思い、日頃の練習の成果を遺憾な

く発揮し、随所にシニア選手に相応しいテクニック、ハッスルプレーを披露して

下さい。 

 今、このような時だからこそ、多くの人々の笑顔と勇気と感動を与えるスポー

ツの力が必要であります。選手の皆さんは野球を通して社会に「笑顔と勇気と感

動」を取り戻していただきたい。「笑顔と勇気と感動」を私達にも分け与えてい

ただきたい。このように思っているところでもございます。 

 ２７回を迎えるこの大会でありますが、東北勢の優勝は２回のみであり些か

関東勢に押され気味の感があります。「頑張ろう東北」のスローガンのもとに東

北勢の巻き返し、頑張りに期待するものであります。 

 おわりに、厳しい社会情勢環境にもかかわらず、本大会開催に向けてご尽力を

いただきました白河市・白河市教育委員会・天狗山旗大会実行委員会をはじめ関

係各位と運営に携わっていただきます皆様に心から感謝と御礼を申し上げ、大

会の成功を祈念いたしましてご挨拶といたします。 

 

2 



大  会  役  員 
 

 (順不同、敬称略)   

 

名 誉 会 長   福 島 県 知 事   内堀 雅雄 

(公 財 )福 島 県 ス ポ ー ツ 協 会 会 長   須佐 喜夫 

(一社)関東軟式野球連盟連合会会長   山口  宏 

 

大 会 会 長   白 河 市 長   鈴木 和夫 

 

大 会 副 会 長   東北軟式野球連盟会長・山形県野球連盟会長   土田 良雄 

白 河 市 教 育 委 員 会 教 育 長   芳賀 祐司 

福 島 県 野 球 連 盟 会 長   遠藤喜志雄 

秋 田 県 軟 式 野 球 連 盟 会 長   大久保正樹 

青 森 県 軟 式 野 球 連 盟 会 長   井戸端隆雄 

岩 手 県 野 球 協 会 会 長   菊池 徳男 

宮 城 県 野 球 連 盟 会 長   北澤 松一 

茨 城 県 軟 式 野 球 連 盟 会 長   葉梨  衛 

(一 財 )栃 木 県 野 球 連 盟 会 長   中島  宏 

群 馬 県 野 球 連 盟 会 長   樋口 半司 

埼 玉 県 野 球 連 盟 会 長   齋藤  進 

千 葉 県 野 球 協 会 会 長   臼井 正一 

(公 財 )東 京 都 軟 式 野 球 連 盟 会 長   小川 友一 

(一 社 )神 奈 川 県 野 球 連 盟 会 長   山口  宏 

山 梨 県 野 球 連 盟 会 長   向山 敏宏 

 

顧 問   白 河 市 議 会 議 長   筒井 孝充 

福 島 県 県 南 野 球 連 盟 名 誉 会 長   櫻井 和朋 

実 行 委 員 会 元 委 員 長   中上  徹 

表 郷 地 区 野 球 協 会 顧 問   田子 重夫 

 

参 与   東 北 軟 式 野 球 連 盟 参 与   遠藤 輝雄 

福 島 県 野 球 連 盟 副 会 長   小坂井孝博 

福 島 県 野 球 連 盟 副 会 長   伊藤 健一 

福 島 県 野 球 連 盟 副 会 長   林部 悦夫 

福 島 県 野 球 連 盟 副 会 長   若林 満男 

福 島 県 野 球 連 盟 副 会 長   塚本 泰英 

福 島 県 野 球 連 盟 副 会 長   矢吹  健  

白 河 市 議 会 議 員   根本 建一 

白 河 市 議 会 議 員   藤田 文夫 

白 河 市 議 会 議 員   緑川 摂生 

 

 

 

3 



 

大 会 委 員 長  東北軟式野球連盟理事長・事務局長   髙橋 正則 

 

大会副委員長  (一社)関東軟式野球連合会理事長   小山 吉男 

 

大 会 委 員  橋本 隆一 ・ 金浜 文雄 ・ 髙橋 勝利 ・ 此尾 武寿 

         相川 義和 ・ 長岡 信広 ・ 宮下  護 ・ 渡邉 起祐 

高地 康男 ・ 小泉 喜作 ・ 牧野 勝行 ・ 小林 三郎 

市村  誠 ・ 元木三十志 ・ 加賀 光也 ・ 栗原 久治 

島見 信一 ・ 五十嵐 伸 ・ 須藤 安昭 ・ 上田 浩明 

須藤  洋 ・ 佐川 義典 

 

大 会 審 判 長  福 島 県 野 球 連 盟 審 判 委 員 長    橋本 信男 

 

大会副審判長  福島県野球連盟 県南野球連盟審判部長    藤田 道夫  

 

大会派遣審判員  宮 城 県 野 球 連 盟 審 判 技 術 指 導 員    相澤  学 

山 形 県 野 球 連 盟 審 判 技 術 指 導 員    井上 憲也 

 

大 会 審 判 員  福 島 県 野 球 連 盟 公 認 審 判 員 

 

大 会 記 録 員  福島県野球連盟 県南野球連盟 記録員 

 

放 送 係 員  福島県野球連盟 県南野球連盟 放送員 

 

実 行 委 員 会  委  員  長    穂積  明

副 委 員 長    小坂井孝博 

         副 委 員 長    穂積 健一 

         副 委 員 長    田子 重夫 

委   員    星  正則 

委   員    藤田 道夫 

委   員    石井 直也 

         委   員    遠藤 修一 

監   事    緑川久仁彦 

監   事    金澤 健一 

         事 務 局 長    鈴木 高史 
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白河天狗山旗争奪第２７回東北関東        

選抜壮年軟式野球大会開催要項  

 

１ 開催主旨  第５０回国民体育大会軟式野球競技会の開催を記念し、スポ－ツの振興並びに国体施設の有

効利用を図るとともに、東北関東の軟式野球競技のレベルアップを図るため本大会を開催す

る。 

２ 主  催  白河天狗山旗争奪東北関東選抜壮年軟式野球大会実行委員会 

東北軟式野球連盟・関東軟式野球連盟連合会 

３  主  管  福島県野球連盟 

４ 共  催  白河市・白河市教育委員会 

５ 後 援  福島県・（公財）福島県スポーツ協会・NPO法人白河市体育協会・福島民報社 

        福島民友新聞社・スポーツニッポン新聞社福島支局・ＪＡ東西しらかわ表郷支店 

６  特別協賛  ナガセケンコー株式会社 

７  会  期  令和４年９月３日（土）～４日（日） 

８  会  場  Ａ：表郷天狗山球場 

Ｂ：表郷球場 

Ｃ：白河グリーンスタジアム 

Ｄ：白河ブルースタジアム 

９  出場チーム  東北代表  各県１チーム  （全６チーム） 

関東代表  各都県１チーム  （全８チーム） 

前回優勝  １チーム 

開催地代表 １チーム        合計１６チーム 

10 出場資格  （１）令和４年度登録チームであり、この年の４月１日以前に４０歳を超えた選手により編

成されたチームで各支部予選において出場権を獲得し、各都県支部長の推薦を受けたチ

ームとする。 

（２） チームは監督を含め選手１０名以上２０名以内とする。監督は４０歳以下でも可と 

するが、その場合は選手として出場できない。 

（３） 開催地代表チームは、予選を免除する。 

11 適用規則  ２０２２年公認野球規則及び別に定める大会特別規則を適用する。 

        なお、大会規定は（公財）全日本軟式野球連盟規定細則による。 

12  大会規律  正出場、その他の規則違反に対しては、（公財）全日本軟式野球連盟規定細則により処理す

る。 

13  使用球  （公財）全日本軟式野球連盟公認球Ｍ号を使用する。 
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14  参加申込   出場資格を得たチ－ムは、所定の申込書により都県支部を経由し、８月２日（火）までに

下記あてメールで報告すること。 

《《報告先》》白河市表郷庁舎 地域振興課内天狗山旗大会事務局 

E-mail：om-chiiki@city.shirakawa.fukushima.jp 

15  参加料  １チ－ム  ３０，０００円  

16  組合抽選  令和４年８月予定 

        主管連盟及役員立ち会いのもと、代理抽選により組合せを決定する。 

17  監督会議  監督会議は行わないので、本開催要項並びに競技運営要項を熟読のうえ大会に臨むこと。 

18 受  付  別紙「行動記録表・健康チェックシート」を大会当日に記入し、受付まで提出すること。 

なお、検温の項目があるため、２日目に残ったチームにおいては改めて記入し提出すること。 

また、同紙裏面の注意事項を遵守すること。 

19  表  彰  優  勝－賞状  天狗山旗（持ち回り）  優勝盾 優勝メダル、副賞 

準優勝－賞状  準優勝盾 準優勝メダル、副賞 

第３位－賞状、副賞 

20  開会式  （１）日 時：令和４年９月３日（土） 午前９時から 

（２）場 所：白河市表郷天狗山球場 

（３）参加者：全チーム（ただし、新型コロナウイルスの感染状況により変更となる可能性

があります） 

        （４）その他：チーム代表者は、開会式予定時刻の３０分前までに受付を完了し、大会指定

打順表を含む関係資料を受け取ること。 

21 その他  （１）出場選手は、ユニフォ－ムに背番号（ 監督３０番、主将１０番、選手０～９９番）

と、左袖に都道府県名をつけること。 

（２）参加申込書提出後は、選手の追加、変更及び背番号の変更は一切認めない。 

（３）用具は全て（公財）全日本軟式野球連盟公認のものを使用すること。 

（４）事故等に備え、健康保険証、共済組合員証、その他これに準ずるものを必ず持参の 

こと。 

（５）本大会に関する問合せ先 

《実行委員会事務局》 

〒961-0416  福島県白河市表郷金山字長者久保２ 

白河市表郷庁舎 地域振興課 

電話0248-32-2114 FAX0248-32-2234 

E-mail：om-chiiki@city.shirakawa.fukushima.jp 

（６）大会期間中の問合せ先 

表郷天狗山球場 電話0248-32-4613（FAX 0248-32-4651） 
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開 会 式  次 第 
 

 

□ 日 時   令和４年９月３日（土）  ９：００ 

 

□ 場 所   表郷天狗山球場（荒天時 すぱーく表郷） 

 

 

スタッフ集合          ７：３０ 

 選手・役員・審判員整列通告   ８：５５ 

                    ※選手チーム受付完了時間 ～０８：３０ 

 開式予告            ８：５９ 

 

 

１ 開式通告                  アナウンス通告 

 

２ 開会宣言                  福島県野球連盟副会長 

 

３ 優勝旗返還                 白河市長 登壇 

 

４ 大会会長あいさつ              白河市長 

 

５ 主催者あいさつ               東北軟式野球連盟会長 

 

６ 選手宣誓                  白河市長 登壇 

 

７ 閉式通告                  アナウンス通告 

 

８ 選手・役員・審判員退場 
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表 彰 式  次 第 
 

 

□ 日 時   令和４年９月４日（日） １３：００予定 

 

□ 場 所   表郷天狗山球場（荒天時 すぱーく表郷） 

 

 

選手・役員・審判員整列通告  １２：５０ 

 選手・役員・審判員整列完了  １２：５５ 

 開式予告           １２：５９ 

 

 

１ 開式通告                  アナウンス通告 

 

２ 成績発表並びに表彰             白河市長 登壇 

 

３ 優勝・準優勝メダル授与           白河市長、 

東北軟式野球連盟会長 

 

４ 大会会長あいさつ              白河市長 

 

５ 閉会宣言                  福島県野球連盟副会長 

 

６ 閉式通告                  アナウンス通告 

 

７ 選手・役員・審判員退場 

 

 

 

 

 

第３位表彰式 
 

□ 日 時   令和４年９月４日（日） １０：３０予定（準決勝終了後） 

 

□ 場 所   表郷天狗山球場玄関前（荒天時 表郷天狗山球場内玄関ホール） 

 

 

１ 成績発表並びに表彰             実行委員会委員長 
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会場／月日

□開会式 　９：００ □準決勝 　９：００

□１回戦 □決　勝 １１：００

第１試合 １０：００

第２試合 １１：３０ □表彰式 １３：００

□２回戦

第２試合 １３：３０

□１回戦 □準決勝 　９：００

第１試合 １０：００

第２試合 １１：３０

□２回戦

第２試合 １３：３０

□１回戦

第１試合 １０：３０

第２試合 １２：００

□２回戦

第２試合 １４：００

□１回戦

第１試合 １０：３０

第２試合 １２：００

□２回戦

第２試合 １４：００

大　会　日　程

表郷天狗山球場

（Ａ会場）

表　郷　球　場

（Ｂ会場）

白河グリーンスタジアム

（Ｃ会場）

白河ブルースタジアム

（Ｄ会場）

９月３日(土) ９月４日(日)

9 



Ａ：表郷天狗山球場
Ｂ：表郷球場
Ｃ：白河グリーンスタジアム
Ｄ：白河ブルースタジアム

11:00

９月４日（日）

⑯ 千葉県 　習志野台スピリッツ

14:00

⑮ 群馬県 　フェローズ

Ｄ② 12:00

Ｄ③

Ｄ① 10:30

⑭ 青森県 つがる市野球協会　

Ｂ① 9:00

⑬ 埼玉県 さいたまクラブ　

14:00

⑪ 茨城県 　全東海

Ｃ② 12:00

Ｃ③

Ａ②

Ｃ① 10:30

⑩ 山形県 山形ダンディーズ

⑨ 神奈川県 　横須賀クラブ

Ｂ② 11:30

Ｂ③

⑫ 福島県 　郡山フレブルズ

⑧ 秋田県 　銀河館クラブ

Ａ① 9:00

Ｂ① 10:00

⑥ 岩手県 北厨OBクラブ　

⑤ 山梨県 都留シリアス　

13:30

⑦ 東京都

13:30

③ 栃木県 那珂川クラブ　

Ａ② 11:30

Ａ③

④ 開催地 表郷天狗クラブ

コスモ

Ａ① 10:00

② 宮城県 石巻倶楽部シニア

９月３日（土）

① 前回優勝 千葉東葛クラブ

白河天狗山旗争奪第２７回東北関東選抜壮年軟式野球大会組み合わせ
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No 都県名 チーム名 責任者 住　　　所

1 前年度優勝 千葉東葛クラブ 鈴 木 洋 久 千葉県柏市柏5-10-1

2 青森県 つがる市野球協会 工 藤 敏 弘 青森県つがる市柏稲盛雲雀野42-4

3 岩手県 北厨OBクラブ 長 山 保 岩手県盛岡市みたけ4-28-25

4 宮城県 石巻倶楽部シニア 星 進 宮城県石巻市鋳銭場5-26

5 秋田県 銀河館クラブ 佐 藤 淳 秋田市保戸野すわ町10-34

6 山形県 山形ダンディーズ 林 正 彦 山形県天童市藤内新田344−6

7 福島県 郡山フレブルズ 松 崎 雄 福島県田村郡三春町下舞木字石田137-3

8 茨城県 全東海 坂 本 健 作 茨城県那珂郡東海村白方白根2-4

9 栃木県 那珂川クラブ 磯 春 美 栃木県那須郡那珂川町2634

10 群馬県 フェローズ 小板橋 昌行 群馬県前橋市上小出町3-59-14

11 埼玉県 さいたまクラブ 勝 亦 守 埼玉県さいたま市浦和区

12 千葉県 習志野台スピリッツ 堀 岡 和 行 千葉県白井市西白井2-23-5

13 東京都 コスモ 中 島 享 東京都豊島区南大塚2-17-22

14 神奈川県 横須賀クラブ 山 田 正 一 神奈川県横須賀市若松町3-24-205

15 山梨県 都留シリアス 上 原 正 之 山梨県都留市川棚662-19

16 開催地 表郷天狗クラブ 緑 川 勝 正 福島県白河市表郷下羽原字五輪割60

白河天狗山旗争奪第２７回
東北関東選抜壮年軟式野球大会参加チーム一覧
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支
部 千葉県

チ
ー
ム

（ﾌﾘｶﾞﾅ）チバトウカツクラブ

級

№ 背番号 守　位 氏　　名 フリガナ 生年月日

Ｃ 登録番号
千葉東葛クラブ

チーム所在地
〒 277-8505

チーム責任者 鈴木　洋久
千葉県柏市柏5-10-1

2 １０
主　将

佐 藤 浩 樹 サトウ　ヒロキ S46.08.28
内野手

1 ３０
監　督

栗 田 友 樹 クリタ　トモキ S42.11.02
内野手

4 ２ 内野手 柴 田 最 資 シバタ　アツシ S51.07.15

3 １ 外野手 鈴 木 邦 治 スズキ　クニハル S47.05.29

6 ７ 外野手 佐 野 哲 也 サノ　テツヤ S45.12.17

5 ６ 内野手 吉 田 勉 ヨシダ　ツトム S49.04.08

8 １１ 投　手 塙 裕 樹 ハナワ　ヒロキ S47.04.30

7 ８ 外野手 田 中 晃 一 タナカ　コウイチ S52.11.04

10 １９ 投　手 窪 田 哲 也 クボタ　テツヤ S42.08.03

9 １４ 内野手 小 澤 映 典 オザワ　テルノリ S54.07.04

12 ２３ 外野手 石 田 直 幸 イシダ　ナオユキ S43.08.16

11 ２０ 外野手 斉 藤 隆 司 サイトウ　タカシ S41.03.16

14 ２６ 内野手 野 辺 浩 行 ノベ　ヒロユキ S46.06.13

13 ２４ 捕　手 高 橋 真 樹 タカハシ　マサキ S46.10.26

16 ２８ 投　手 小 林 由 紀 夫 コバヤシ　ユキオ S36.03.07

15 ２７ 捕　手 山 野 内 純 司 ヤマノウチ　ジュンジ S41.04.18

18 ３２ 内野手 田 村 浩 史 タムラ　ヒロシ S48.12.10

17 ２９ 内野手 小 野 田 修 司 オノダ　シュウジ S52.10.15

★チームプロフィール

　前回大会は投打がうまくかみ合い、念願の初優勝を果たすことがで
きました。
　今大会も出場するチームの皆さんと交流を深めるとともに、連覇を
目指して頑張ります！

20 ５２ 外野手 早 崎 貴 彦 ハヤサキ　タカヒコ S55.09.19

19 ５１ 外野手 野 中 亮 ノナカ　リョウ S50.06.25
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★チームプロフィール

　白河市表郷の素晴らしい野球環境でプレー出来るのが楽しみです。
　走・功・酒　三拍子揃った、舘山　亮を中心に「楽しく、勝ちにこ
だわった野球」をモットーに頑張ります。

1

2

３０

１０

工 藤 敏 弘

斎 藤 和 広

クドウ　トシヒロ

サイトウ　カズヒロ

S38.08.16

S47.04.14

13

15

17

19

20

3

5

18

16

8

9

12

10

11

14

タテヤマ　リョウ S52.05.09

０

小 野 智 史 オノ　トモフミ S53.06.05

５ 内野手 福 士 孝 幸 フクシ　タカユキ S52.08.03

木 村 豊 キムラ　ユタカ S49.07.23

７ 外野手 葛 西 満 カサイ　ミチル S50.07.11

９

№

内野手

級
つがる市野球協会

チーム責任者

Ｃ支
部 青森県

4

7

6

主　将

外野手

３ 外野手

６

１ 内野手 舘 山 亮

〒

（ﾌﾘｶﾞﾅ）
チ
ー
ム

チーム所在地

監　督

守　位

038-3107

背番号 フリガナ

つがる市柏稲盛雲雀野４２－４

ツガルシヤキュウキョウカイ

其 田 正 敬 ソノタ　マサタカ

氏　　名

工藤　敏弘

104

S53.06.16

登録番号

生年月日

外野手 渡 邊 欣 弥 ワタナベ　キンヤ S52.02.12

１１ 投　手 山 谷 正 志 ヤマヤ　マサシ S51.06.22

１２ 内野手 高 橋 伸 人 タカハシ　ノブト S53.07.12

１５ 内野手 中 谷 孝 太 ナカヤ　コウタ S54.03.28

１６ 投　手 常 田 大 輝 ツネタ　ヒロキ S56.01.28

１９ 投　手 藤 森 啓 悦 フジモリ　ケイエツ S48.06.19

２１ 内野手 増 田 宏 俊 マスタ　ヒロトシ S53.07.09

２２ 捕　手 長 峰 健 ナガミネ　タケシ S53.08.20

２４ 捕　手 越 野 進 一 コシノ　シンイチ S47.09.26

２５ 外野手 木 津 裕 人 キツ　ヒロヒト S45.06.17

２７ 捕　手 寺 田 明 義 テラダ　アキヨシ S45.12.28

２９ 投　手 神 隆 広 ジン　タカヒロ S45.02.27
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★チームプロフィール

　投手は２名しかいませんが、堅い守備で失点を最小限に抑え、ホー
ムランはありませんが、つなぐ打線で勝利をめざします。機動力重視
です！
　一球入魂即人生　一球に集中します！

1

2

３０

１０

林 寒 二

石 川 慎 次

ハヤシ　カンジ

イシカワ　シンジ

S36.01.05

S43.03.27

20

5

9

捕　手

４ 内野手

６

10

6

S47.05.16菅 原 伸

14

フリガナ

3

長山　保

№ 背番号 氏　　名

監　督

（ﾌﾘｶﾞﾅ）

登録番号

キタクリオービークラブ

級
北厨OBクラブ

チーム責任者

生年月日守　位

岩手県盛岡市みたけ４－２８－２５

Ｃ 297支
部 岩手県

020-0122

8

チ
ー
ム

チーム所在地
〒

4

7

19

17

15

13

11

18

16

12

５

９

１５

２０

１ 投　手

内野手

１２ 捕　手

８

S42.08.19

３ 外野手

内野手

片 山 星 司 カタヤマ　セイジ S47.10.09

熊 谷 幸 悦 クマガイ　コウエツ S47.09.11

外野手 山 本 浩 司 ヤマモト　コウジ S51.01.26

内野手

スガワラ　シン

主　将

２

松 島 元 樹 マツシマ　モトキ S52.06.22

外野手 下 村 元 嗣 シモムラ　ユキツグ S46.09.11

７ 田 端 義 和 タバタ　ヨシカズ S51.11.14

小 澤 貴 志 オザワ　タカシ S50.09.23

吉 田 悟 ヨシダ　サトル

大 畑 和 弘 オオハタ　カズヒロ S33.08.26

１１ 内野手 池 田 和 博 イケダ　カズヒロ S56.01.04

１７ 投　手 佐 藤 安 弘 サトウ　ヤスヒロ S35.01.01

１３ 投　手 工 藤 康 彦 クドウ　ヤスヒコ S55.07.29

内野手

丸 山 斉 春 マルヤマ　マサハル S44.04.01

波 紫 義 紀 ハシ　ヨシノリ S37.01.20

１６ 内野手 佐 藤 公 信 サトウ　キミノブ S51.07.17

９２ 内野手 久 慈 幸 憲 クジ　ユキノリ S38.05.29

１８ 内野手 神 農 大 輔 カンノ　ダイスケ S56.07.22

内野手
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★チームプロフィール

　宮城県石巻市に拠点を置いていますが、メンバーの大半は仙台周辺
在住です。
　以前は豊富な投手陣と強力打線を売りにしていましたが、近年の最
大の売りはチームワークの良さです。

1

2

３０

１０

原 野 優

阿 部 隆

ハラノ　マサル

アベ　タカシ

S38.05.31

S29.10.28

外野手

投　手

6

5

4

3

12

11

10

9

8

7

Ｃ 登録番号
石巻倶楽部シニア

№ 背番号 守　位 氏　　名

支
部 宮城県

チ
ー
ム

（ﾌﾘｶﾞﾅ）イシノマキクラブシニア

級

チーム所在地
〒 986-0826

チーム責任者 星　進
宮城県石巻市鋳銭場5-26

フリガナ 生年月日

20

19

18

17

16

15

14

13

７

１２

２０

２７

９

１７

２４

２８

監　督

岡 昭 彦 オカ　アキヒコ S49.07.26

２ 捕　手 佐 藤 靖 久 サトウ　ヤスヒサ S42.04.25

S51.09.26

５ 内野手 阿 部 順 悦 アベ　ジュンエツ S41.04.30

１ 投　手 半 澤 和 洋 ハンザワ　カズヒロ

主　将

内野手

白 崎 政 武 シラサキ　マサタケ S44.07.13

６ 外野手 星 一 敏 ホシ　カズトシ S40.04.28

尾 形 寿 博 オガタ　トシヒロ S51.10.20

８ 内野手 小 松 真 コマツ　マコト S41.05.20

内野手

内野手

後 藤 学 ゴトウ　マナブ S42.05.09

１１ 内野手 鈴 木 雅 俊 スズキ　マサトシ S53.02.09

洗 平 竜 也 アライダイ　タツヤ S54.01.09

１６ 内野手 堀 江 雄 也 ホリエ　ユウヤ S56.06.18

投　手

投　手

三 田 順 一 ミタ　ジュンイチ S51.04.23

１８ 投　手 山 田 勉 ヤマダ　ツトム S42.03.13

星 進 ホシ　ススム S25.08.20

２２ 投　手 大 庭 一 馬 オオバ　カズマ S51.10.23

内野手

投　手

外野手 今 野 幸 治 コンノ　コウジ S46.04.25

２５ 捕　手 佐 々 木 剛 ササキ　ゴウ S54.09.19
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★チームプロフィール

　３度目の出場。過去2回は初戦敗退。
　チームの主力メンバーは、ほとんどが50歳を超えてしまい、連戦が
難しい状況ですが、唯一の取柄であるチームワークで、奇跡の初戦突
破を目指します。

1

2

３０

１０

佐 藤 淳

畠 山 康 伸

サトウ　ジュン

ハタケヤマ　ヤスノブ

S44.07.20

S50.04.18

投　手

捕　手

8

12

13

20

19

17

18

S47.04.02

S53.02.28

外野手

16

フリガナ

4

№ 背番号 氏　　名

監　督

ギンガカン　クラブ

級
銀河館クラブ

チーム責任者

9

10

7

6

5

3

守　位

14

15

11

主　将

４

生年月日

佐　藤　　淳

Ｃ 登録番号
支
部 秋田県

010-0911

（ﾌﾘｶﾞﾅ）
チ
ー
ム

チーム所在地
〒

秋田市保戸野すわ町10-34

S46.09.02

９ 内野手 長 谷 川 寛 ハセガワ　ヒロシ S46.04.15

１１ 投　手 S46.10.16

０ 内野手 斎 藤 勝 彦 サイトウ　カツヒコ

３ 外野手 丹 波 桂 タンバ　ケイ

大 塚 裕 輝 オオツカ　ユウキ

高 橋 誠 一 タカハシ　セイイチ

１２ 捕　手 船 木 和 人 フナキ　カズヒト S46.08.26

１４ 内野手 柳 澤 尚 之 ヤナギサワ　ナオユキ S44.10.10

１５ 外野手 桜 庭 忠 基 サクラバ　タダキ S46.08.21

１７ 外野手 諸 岡 節 雄 モロオカ　セツオ S46.06.15

２１ 外野手 佐 藤 智 博 サトウ　トモヒロ S54.01.14

２２ 内野手 千 葉 大 祐 チバ　ダイスケ S53.08.01

２３ 投　手 大 竹 智 樹 オオタケ　トモキ S49.08.06

２４ 外野手 村 山 博 志 ムラヤマ　ヒロシ S47.11.26

２５ 内野手 田 口 賢 タグチ　マサル S48.06.06

２６ 内野手 鈴 木 成 一 スズキ　セイイチ S47.02.28

２９ 投　手 藤 原 正 志 フジワラ　マサシ S46.04.12

２７ 内野手 松 本 聡 マツモト　サトシ S45.06.26

２８ 外野手 齋 藤 英 明 サイトウ　ヒデアキ S51.03.08
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★チームプロフィール

　創部２年目。今大会初出場のチーム、主に同年代で作ったチームで
す。かつてはライバル同士だったメンバーが時を経て野球が出来るの
は幸せだと思いながら楽しく勝利を目指しやっています。

1

2

３０

１０

林 正 彦

阿 部 明

ハヤシ　マサヒコ

アベ　アキラ

S56.01.30

S55.12.25
内野手

捕　手

投　手

投　手

外野手

内野手

内野手

１

澤 尻 秀 一 郎

内野手

投　手

監　督

主　将
外野手

外野手

内野手

投　手

捕　手

投　手

捕　手

外野手

２７

３３

３９

７３

４９

４５

４１

外野手

内野手

外野手

７

８

１１

１２

１４

２１

２３

S52.02.24

S54.07.07

S55.06.10

サワジリ　シュウイチロウ

タカハシ　マサト

アダチ　ヒデト

デジマ　ノリヒコ

マツウラ　タカアキ

コンドウ　ユキヒロ

S55.05.03

S55.11.04

S55.10.07

S55.07.11

S56.05.29

S55.06.20

S55.10.07

S55.05.05

長 谷 川 真 也

奥 山 亮

杉 山 良 祐

佐 藤 亘

佐 藤 亘

近 藤 幸 寛

金 子 健 志

佐 藤 俊 之

鈴 木 健 之

加 賀 山 仁

渡 邊 雄 大

荒 木 貴 志

S54.02.04

S56.09.27

S55.09.01

S55.05.11

S57.02.11

S55.11.20

S55.10.14

イガラシ　ダイスケ

オクヤマ　リョウ

スギヤマ　リョウスケ

サトウ　ワタル

サトウ　ワタル

カネコ　タケシ

サトウ　トシユキ

スズキ　タケユキ

カガヤマ　ヒトシ

ワタナベ　ユウダイ

アラキ　タカシ

ハセガワ　シンヤ20

19

14

18

16

15

17

13

12

11

9

№

7

10

8

6

山形県天童市藤内新田344−6

ヤマガタダンディーズ
チ
ー
ム

チーム所在地

5

4

０

支
部

守　位

3

高 橋 真 人

安 達 秀 人

出 嶋 紀 彦

松 浦 孝 晃

五 十 嵐 大 輔

３

６

チーム責任者

Ｃ

〒

氏　　名背番号

29登録番号

生年月日

山形県

フリガナ

林　正彦

（ﾌﾘｶﾞﾅ）

級
山形ダンディーズ

994-0074

17 



級
郡山フレブルズ

チーム責任者

支
部

★チームプロフィール

　福島県郡山市を中心にしたメンバーが集まった創部4年目のチーム
で初めての大きな大会の出場となります。平均年齢43.5歳の若さと元
気で福島県代表として上位進出目指して戦いたいと思います。

1

2

３０

１０

松 崎 雄

菊 地 秀 一

マツザキ　ユウ

キクチ　シュウイチ

S53.08.30

S54.03.31
内野手

登録番号

コオリヤマフレブルズ

Ｃ福島県

生年月日氏　　名 フリガナ

松崎　雄

81
チ
ー
ム

チーム所在地
〒

（ﾌﾘｶﾞﾅ）

福島県田村郡三春町下舞木字石田137-3

№ 守　位

963-7731

背番号

6

5

監　督

４ 外野手 佐 久 間 敏 男 サクマ　トシオ S51.03.09

１ 外野手 岡 部 知 樹 オカベ　トモキ S52.09.16

4

内野手

矢 口 貴 尚 ヤグチ　タカヒサ S51.09.10

橋 本 耕 太 ハシモト　コウタ S53.12.05

20

19

18

17

16

14

15

3

主　将

３ 内野手

10

12

13

11

9

7

8

５ 内野手

７ 外野手

１３ 内野手

吉 成 富 美 彦 ヨシナリ　フミヒコ S53.07.03

８ 内野手 大 原 伸 司 オオハラ　シンジ S52.11.15

１１ 投　手 柏 原 忠 義 カシワバラ　タダヨシ S57.02.23

三 瓶 卓 矢 サンペイ　タクヤ S53.04.08

１４ 投　手 津 江 達 巳 ツエ　タツミ S53.07.29

１７ 内野手 柳 沼 洋 一 ヤギヌマ　ヨウイチ S53.12.17

１８ 投　手 吉 田 慎 二 ヨシダ　シンジ S53.09.09

２１ 投　手 宗 形 彰 一 郎 ムナカタ　ショウイチロウ S48.03.19

２２ 捕　手 宗 形 英 治 ムナカタ　エイジ S55.05.04

２３ 外野手 佐 藤 将 一 サトウ　ショウイチ S52.04.05

２４ 外野手 斎 田 和 紀 サイタ　カズノリ S53.07.18

２８ 外野手 及 川 篤 志 オイカワ　アツシ S53.08.02

２５ 内野手 小 野 隆 之 オノ　タカユキ S53.04.08

２６ 外野手 菅 田 一 美 スガタ　カツミ S53.08.05

18 



★チームプロフィール

　本大会への出場ができることに心から感謝いたします。メンバーも
新たに、初心に帰りチャレンジャー精神でもう一度優勝を目指してが
んばりたいと思います。

1

2

３０

１０

篠 崎 雄

石 田 恵 一

シノザキ　マサル

イシダ　ケイイチ

S38.01.13

S49.03.14

捕　手

外野手

20

18

19

4

3

２７ 投　手

外野手

監　督

投　手

支
部 茨城県

チ
ー
ム

（ﾌﾘｶﾞﾅ）オールトウカイ

級

チーム所在地
〒 319-1195

チーム責任者 坂本健作
茨城県那珂郡東海村白方白根2-4

守　位 氏　　名 フリガナ 生年月日

Ｃ 登録番号 71
全東海

№ 背番号

10

9

8

7

6

5

17 ２６

８

１１

１８

16

15

14

13

12

11

主　将

三 村 匡 央

１６

水 越 保 貴

S40.04.06サトウ　ミツヒロ佐 藤 光 弘外野手

ワタナベ　シュウジ S38.04.27

内野手 大 森 浩 司

１７

１

内野手 渡 辺 周 二

２

５

７ オオモリ　コウジ S57.03.05

内野手 坂 本 健 作 サカモト ケンサク S45.02.19

９

３

内野手 ミムラ　マサオ S46.06.06

捕　手 和 田 博 ワダ　ヒロシ S55.04.21

外野手 飛 田 茂 治 トビタ　シゲハル S42.05.03

内野手 三 村 浩 一 ミムラ　コウイチ S43.06.07

内野手 岸 義 之 キシ　ヨシユキ S45.05.19

ミズコシ　ヤスタカ S49.08.20

内野手 岡 野 信 裕 オカノ　ノブヒロ S46.08.29

１９ 投　手 宮 崎 健 太 ミヤザキ　ケンタ S56.12.05

２２ 捕　手

ホソガネ　タツヤ S42.08.28細 金 達 哉

ワタナベ　ナオキ S49.11.07

２３ 外野手 青 木 伸 廣 アオキ　ノブヒロ S45.11.16

桜 庭 直 敏 サクラバ　ナオトシ S46.06.03

大 平 仁 史 オオヒラ　ヒトシ S56.05.12

マツシタ　リュウスケ S49.08.27

３９ 内野手

２８ 捕　手 渡 辺 直 樹

松 下 竜 介

19 



★チームプロフィール

　那珂川クラブは、４０歳から５６歳のメンバーで構成され、和気あ
いあいとしたチームです。
　中軸を中心とした高い攻撃力を発揮し、今大会も一戦必勝、上位入
賞を目指します。

1

2

３０

１０

磯 春 美

生 田 目 高 之

イソ ハルミ

ナバタメ タカユキ

S41.01.29

S49.03.27
内野手

S50.10.28

２５ 外野手 秋 元 一 也 アキモト カズヤ S54.01.20

S52.08.01

２２ 外野手

３２ 内野手

奈 良 大 輔 ナラ ダイスケ S56.04.29

角 田 光 俊 ツノダ ミツトシ

内野手 橋 本 全 治 ハシモト マサハル

伊 藤 祐 一 イトウ ユウイチ S52.11.28

深 澤 美 和 フカサワ ヨシカズ S51.07.12

１６ 内野手 和 地 正 則 ワチ マサノリ S53.08.28

１８ 投　手 鈴 木 政 志 スズキ マサシ S43.12.20

１３ 外野手 高 橋 徹 タカハシ テツ S48.09.30

坂 尾 宗 則 サカオ ムネノリ S53.08.01

１５ 内野手 阿 久 津 茂 アクツ シゲル S49.12.18

土 田 晶 久 ツチダ アキヒサ

守　位

主　将
内野手

外野手１

生年月日

S43.07.03

19

20

17

12

外野手

２０ 捕　手

18 ４４

１９ 内野手

6

２ 内野手 益 子 和 則 マシコ カズノリ S44.05.12

６ 投　手 後 藤 正 道 ゴトウ マサミチ S56.07.05

９ 内野手 久 保 田 隆 行 クボタ タカユキ S53.08.31

支
部 栃木県

№

324-0501

背番号

（ﾌﾘｶﾞﾅ）
チ
ー
ム

チーム所在地
〒

3

２７

１４ 外野手

和 泉 嘉 紀 ワイズミ ヨシノリ S57.03.11

10

11

13

15

14

4

16

8

9

7

5

フリガナ

磯　春美
栃木県那須郡那珂川町2634

637

監　督

登録番号

ナカガワクラブ

級
那珂川クラブ

チーム責任者

Ｃ

氏　　名

20 



★チームプロフィール

　２００９年にチームを発足して１４年目のシーズンを迎えます。
　最近は熟年にも登録して、仲間たち（Fellows）と野球を中心に多
くの時間を楽しんでいます。
　今大会も楽しみながら、１つでも多く勝ち進みたい。

1

2

３０

１０

吉 田 雅 昭

桑 子 哲 也

ヨシダ　マサアキ

クワコ　テツヤ

S44.12.23

S48.12.20
外野手

金 井 俊 久 カナイ　トシヒサ S56.12.18

３５ 内野手 反 町 直 文 ソリマチ　ナオフミ S56.10.05

２８ 内野手 鈴 木 伸

投　手 大 井 手 隆 博 オオイデ　タカヒロ S43.07.07

スズキ　シン S46.07.06

３１ 外野手 阿 久 津 拓 己 アクツ　タクミ S55.06.08

１８ 投　手 大 崎 敏 オオサキ　サトシ S53.03.28

２３ 内野手 飯 塚 ま さ と イイヅカ　マコト S52.10.10

捕　手 後 藤 正 幸 ゴトウ　マサユキ S51.06.30

１３ 内野手 熊 田 明 男 クマダ　アキオ S50.12.18

S50.01.27

９ 外野手 椛 澤 知 也 カバサワ　トモヤ S48.05.21

鍛 治 英 一

小 板 橋 昌 行 コイタバシ　マサユキ S43.04.28

群馬県前橋市上小出町3-59-14

Ｃ

16

9

4

チーム責任者

支
部

13

№

11

10

14

フリガナ

マツイ　トオル

監　督

守　位

主　将
外野手

１

小板橋　昌行

登録番号

フェローズ

級
フェローズ

671

371-0037

背番号

（ﾌﾘｶﾞﾅ）
チ
ー
ム

チーム所在地
〒

群馬県

生年月日氏　　名

S43.12.10

内野手 奥 山 貴 史 オクヤマ　タカシ S55.10.04

０ 内野手 松 井 透

17

鈴 木 潤 也 スズキ　ジュンヤ S44.07.18

天 沼 恵 一 アマヌマ　ケイイチ S45.06.14

橋 爪 和 昭 ハシヅメ　カズアキ S42.08.21

カジ　エイイチ S56.06.03

８ 内野手 関 口 正 道 セキグチ　マサミチ

20

19 ３３ 捕　手

3

18

8

12

15

３ 内野手

４ 内野手

６ 内野手

5

7

6

２ 捕　手

１１ 投　手

１７

１２

21 



　メンバー皆、この天狗山の大会出場を楽しみにしています。
　優勝を目指して、チーム一丸となって頑張ります。

1

2

３０

１０

大 谷 木 康 一

新 井 正 幸

オオヤギ　コウイチ

アライ　マサユキ

S43.05.05

S47.12.10
外野手

川 岡 隆 カワオカ　タカシ S47.04.25

７７ 外野手 小 田 島 一 樹 オダジマ　カズキ S56.05.26

★チームプロフィール

木 幡 育 英 コバタ　イクエイ S49.09.23

宮 野 哲 也 ミヤノ　テツヤ S46.01.06

２３ 投　手 板 倉 太 一 郎 イタクラ　タイチロウ S51.01.31

S42.03.10

２１ 外野手 星 野 豊 ホシノ　ユタカ S45.12.23

小 日 向 充 コヒナタ　ミツル

１６ 投　手

S51.04.24

１３ 投　手 河 西 卓 也 カサイ　タクヤ S53.04.24

捕　手 小 林 靖 治 コバヤシ　ヤスハル S46.11.06

投　手 川 合 真 司 カワイ　シンジ

S49.08.19

９ 内野手 境 良 太 サカイ　リョウタ S54.11.23

１１ 投　手 秋 山 昌 利 アキヤマ　マサトシ S45.07.01

８ 内野手 平 本 哲 士 ヒラモト　テツジ

S54.05.13

４ 内野手 田 牧 由 光 タマキ　ヨシミツ S48.08.17

６ 内野手 鈴 木 信 博 スズキ　ノブヒロ S48.05.18

内野手 鹿 谷 武 司 シカタニ　タケシ

生年月日

S56.07.29

１ 外野手 坂 本 和 義 サカモト　カズヨシ S48.04.08

監　督

守　位

主　将
内野手

０ 外野手

20

18

16

15 ２０ 投　手

19

17 ２２ 捕　手

２４ 内野手

13

14

11

12

4

9

7

10

１２

１５

8

5

6

３

級
さいたまクラブ

チーム責任者

Ｃ

№

3

登録番号

勝　亦　守
埼玉県さいたま市浦和区

〒

サイタマクラブ
支
部 埼玉県

330-0074

（ﾌﾘｶﾞﾅ）
チ
ー
ム

チーム所在地

氏　　名

増 田 文 彦

背番号 フリガナ

マスダ　フミヒコ
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★チームプロフィール

　コロナ禍の開催に先立ち関係者皆様に御礼申し上げます。千葉県で
活動し、今年チーム創設５５年を迎えます。チームワークと最後まで
諦めない全力プレーが持ち味です。スピリッツ旋風を起こします！

1

2

３０

１０

星 野 正 幸

菊 池 道 明

ホシノ　マサユキ

キクチ　ミチアキ

S48.06.05

S47.09.30
外野手

２２ 外野手 清 水 昭 行 シミズ　アキユキ S48.06.16

丹 野 伸 タンノ　シン S49.04.05

２３ 捕　手 堀 岡 和 行

内 田 守 昭 ウチダ　モリアキ S48.07.01

ホリオカ　カズユキ S47.09.24

２５ 内野手 藤 井 成 康 フジイ　ナリヤス S48.03.10

１９ 内野手 田 村 孝 彦 タムラ　タカヒコ S49.08.02

２１ 投　手 大 久 保 亘 オオクボ　ワタル S48.03.24

大 野 博 史 オオノ　ヒロシ S50.07.06

１５ 投　手 藤 井 洋 武 フジイ　ヒロム S55.12.16

１６ 内野手 石 井 力 イシイ　チカラ S55.06.11

鳥 光 信 久 トリミツ　ノブヒサ S47.10.05

１３ 内野手 二 見 真 徳 フタミ　マサノリ S48.09.01

清 原 康 一

ミヤモト　ユウジ

６ 外野手 近 藤 健 太 郎 コンドウ　ケンタロウ

キヨハラ　コウイチ S48.07.19

生年月日フリガナ

千葉県白井市西白井2-23-5

Ｃ

16

9

4

チーム責任者

支
部 千葉県 級

習志野台スピリッツ

背番号

０ 捕　手

２ 外野手 松 村 直 樹 マツムラ　ナオキ

３ 投　手

氏　　名

亀 岡 武 史

主　将
内野手

堀岡　和行

登録番号

ナラシノダイスピリッツ

5

7

6

270-1408

S48.11.02

S52.04.24

カメオカ　タケシ S49.06.02

太 田 敦 オオタ　アツシ S48.05.12

№

（ﾌﾘｶﾞﾅ）
チ
ー
ム

チーム所在地
〒

S56.04.02

監　督

守　位

宮 本 雄 二

20

19

２７ 外野手

3

11

10

14

15

７ 外野手

８ 外野手

18

8

12

13

17

９ 外野手

１４ 投　手

１７ 内野手

23 



★チームプロフィール

　生涯現役でプレーすることを目指す野球バカの集団です。
　チームにはレギュラーという概念がなく、登録メンバーの誰が試合
に出場しても戦力が変わらないのが強みです。

1

2

３０

１０

長 津 秀 美

川 村 修 史

ナガツ　ヒデミ

カワムラ　シュウジ

S40.09.21

S40.11.02

外野手

内野手

５４ 投　手 春 日 哲 カスガ　テツ S44.05.31

３５ 外野手 紅 野 吉 司 コウノ　ヨシジ S40.07.19

４９ 外野手 御 子 柴 一 彦 ミコシバ　カズヒコ S40.07.11

２５ 内野手 松 崎 正 宏 マツザキ　マサヒロ S44.07.29

３２ 内野手 伊 藤 渉 イトウ　ワタル S54.06.25

投　手 石 井 等 イシイ　ヒトシ S41.06.23

２３ 捕　手 塚 隆 司 ツカ　リュウジ S52.03.28

２１

S52.05.03

S51.04.10

投　手 佐 野 真 サノ　マコト S45.12.03

１８ 投　手 田 中 周 次 タナカ　シュウジ S43.10.04

シミズ　カツヒロ

外野手 佐 々 木 英 幸 ササキ　ヒデユキ S46.06.29

１１ 投　手 塚 本 幸 治 ツカモト　コウジ S52.10.23

９

０

内野手 宮 崎 貴 仁 ミヤザキ　タカヒト

外野手 清 水 勝 弘

４ 外野手 宮 倉 芳 文

６

20

17

15

14

13

S45.03.19

S48.05.22

外野手

内野手 虎 見 一 臣

3

18

16

12

１３

１７

８

１

内野手 茂 呂 裕 一 モロ　ユウイチ S51.09.1411

シミズ　タカユキ

10

9

6

4

5

№

7

8

19

Ｃ

東京都豊島区南大塚2-17-22

生年月日氏　　名 フリガナ

〒

守　位

170-0005

支
部 東京都

（ﾌﾘｶﾞﾅ）

主　将

S43.08.31

チ
ー
ム

1660級
コスモ

チーム責任者

登録番号

コスモ

中島　享

ミヤクラ　ヨシフミ S44.05.11

背番号

チーム所在地

清 水 孝 晋

監　督

トラミ　カズオミ

２ 捕　手 小 林 哲 也 コバヤシ　テツヤ
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★チームプロフィール

　まだまだ続くコロナ禍の中、大会を開いてくださった大会関係者の方々にお
礼を申し上げます。又野球が出来る事に感謝申し上げます。
　私たち横須賀クラブは、全員野球をモットーとし投打にバランスのとれた野
球を目指します。
　この大会で最高のパフォーマンスを出し、チームで一つの思いを持ちこの大
会に挑みます！

1

2

３０

１０

山 田 正 一

岩 田 勇

ヤマダ　ショウイチ

イワタ イサム

S40.01.15

S48.01.22

外野手

内野手

２４ 外野手 佐 藤 拓 郎 サトウ　タクロウ S51.08.08

佐 藤 球 一 サトウ　キュウイチ S54.04.14

９９ 投　手

２２ 外野手 長 澤 英 清 ナガサワ　ヒデキヨ S47.04.30

松 本 学 マツモト　マナブ S54.05.11

２８ 捕　手 倉 林 秀 樹 クラバヤシ　ヒデキ S46.10.09

２９ 内野手 吉 澤 祐 寅 ヨシザワ　マサトモ S42.08.30

加 藤 聖 也 カトウ　セイヤ S53.06.22

２０ 捕　手 片 倉 聡 カタクラ　サトシ S47.05.08

２１ 投　手 早 川 直 之 ハヤカワ　ナオユキ S43.10.27

関 口 邦 彦 セキグチ　クニヒコ S43.03.21

１７ 投　手 西 村 満 ニシムラ　ミツル S47.12.17

１８ 投　手 高 田 稔 タカダ　ミノル S44.07.22

神奈川県横須賀市若松町3-24-205

Ｃ 1542

S54.09.29

１４ 内野手 鈴 木 勝 スズキ　マサル S42.04.13

菅 浩 司 スガ　コウジ S51.10.16

川 村 純 平

生年月日

山田　正一

登録番号

ヨコスカクラブ

16

9

4

チーム責任者

支
部 神奈川県 級

横須賀クラブ

№

監　督

守　位 フリガナ

スガ　ジュンイチ

５ 内野手 清 水 信 幸 シミズ ノブユキ

１

主　将

カワムラ　ジュンペイ

（ﾌﾘｶﾞﾅ）
チ
ー
ム

チーム所在地
〒

5

238-0007

背番号

S46.11.16

S55.02.01

氏　　名

菅 純 一内野手

７ 内野手 竹 永 尚 タケナガ　ヒサシ S49.01.24

20

19 ３３ 内野手

3

11

10

14

15

９ 内野手

１３ 外野手

18

8

12

13

7

6

17

１５ 内野手

１９ 投　手
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★チームプロフィール

　第17回大会出場以来10年ぶり3回目の出場となります。
　前回は、ベスト4で惜しくも決勝には進出できませんでした。
　今回は投手力を強化し、持ち前の打線で悲願の優勝を狙います。

1

2

３０

１０

鈴 木 信 行

三 枝 泰 弘

スズキ ノブユキ

サイグサ ヤスヒロ

S34.07.21

S40.12.26
内野手

7

10 １３

11 １４ 投　手

6

4 １

５

8 ７

９9

20 ５６ 内野手 谷 内 孝 樹 ヤナイ コウキ S39.10.23

佐 藤 禎 孝

外野手 佐 藤 秀 紀 サトウ ヒデキ

サトウ ヨシタカ

S50.05.22

S43.04.06

18 ２８

19 ３３ 外野手

S45.08.15

17 ２７

外野手

城 之 内 豪 ジョウノウチ　タケシ S47.06.17

２０ 渡辺 ヨシテル ワタナベ ヨシテル16

捕　手

タケムラ コウジ竹 村 浩 司 S45.11.15

オバタケ　シュウイチ S47.12.1315 １９ 捕　手 尾 畠 修 一

14 １８ 投　手

小 笠 原 章 悟 オガサワラ　ショウゴ S56.12.16

13 １７ 内野手 長 沼 好 紀 ナガヌマ ヨシノリ S39.08.24

12

白 井 武 彦

仲 野 真 一 郎

タカベ ユウジ S43.12.06

内野手

S55.05.06

シライ タケヒコ S47.06.16

S55.08.22

S42.01.26サトウ マサヒロ

高 橋 真 樹

小 林 修 コバヤシ オサム S50.05.02

内野手 佐 藤 正 広

内野手

タカハシ マサキ

髙 部 裕 司内野手

投　手

5 ３ 外野手 尾 畠 正 紀 オバタケ マサノリ S45.03.07

3 ０ 外野手 森 嶋 秀 樹 モリシマ ヒデキ S43.10.08

１６ 捕　手

ナカノ　シンイチロウ

４ 捕　手

フリガナ

上原正之
山梨県都留市川棚662-19

登録番号

生年月日

シライ ユウイチ

ツルシリアス

級
都留シリアス

チーム責任者

Ｃ

氏　　名

S43.01.08

監　督

守　位

主　将
投　手

背番号

121

白 井 勇 一

支
部 山梨県

402-0055

（ﾌﾘｶﾞﾅ）
チ
ー
ム

チーム所在地
〒

№
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★チームプロフィール

　地元で野球を愛するメンバーで構成されたチームです。開催地代表
チームとして一試合でも多くの試合ができるよう元気に明るく最後ま
で諦めずに全員野球で頑張ります！

監　督
1

2

３０

１０

緑 川 勝 正

佐 藤 利 彦

ミドリカワ　カツマサ

20 33 捕　手 石 岡 靖 章 イシオカ　ヤスアキ S54.05.29

19 ２９ 捕　手 緑 川 久 仁 彦 ミドリカワ　クニヒコ S48.01.15

18 ２８ 投　手 鈴 木 時 次 スズキ　トキツグ S53.09.08

17 ２６ 投　手 石 田 哲 也 イシダ　テツヤ S49.11.16

16 ２３ 外野手 近 藤 一 則 コンドウ　カズノリ S46.01.26

15 ２２ 内野手 野 田 裕 昭 ノダ　ヒロアキ S48.03.13

14 ２０ 外野手 瀧 田 茂 タキタ　シゲル S48.06.27

13 １９ 投　手 富 永 光 蔵 トミナガ　コウゾウ S38.04.03

12 １８ 投　手 金 沢 正 弘 カナザワ　マサヒロ S47.06.03

11 １７ 内野手 芳 賀 敏 弘 ハガ　トシヒロ S54.06.18

10 １６ 内野手 吾 妻 直 アヅマ　タダシ S54.05.23

9 １２ 外野手 松 澤 清 徳 マツザワ　キヨノリ S53.01.06

8 １１ 外野手 鈴 木 保 スズキ　タモツ S55.09.18

7 ７ 内野手 近 藤 貴 則 コンドウ　タカノリ S53.03.31

6 ６ 内野手 広 瀬 善 明 ヒロセ　ヨシアキ S46.01.06

5 ３ 外野手 緑 川 直 樹 ミドリカワ　ナオキ S52.12.12

4 ２ 内野手 本 田 進 弥 ホンダ　シンヤ S45.10.14

3 １ 内野手 塩 田 誠 シオタ　マコト S50.05.04

主　将

氏　　名 フリガナ 生年月日

サトウ　トシヒコ S49.06.10
外野手

守　位

S46.01.04

223
表郷天狗クラブ

チーム所在地
〒 961-0412

チーム責任者 緑川　勝正
福島県白河市表郷下羽原字五輪割60

№ 背番号

支
部

福島県
(開催地代表)

チ
ー
ム

（ﾌﾘｶﾞﾅ）オモテゴウテングクラブ

級 Ｃ 登録番号
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大会

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回

第９回

第１０回

第１１回

第１２回

第１３回

第１４回

第１５回

東京都
東京オール大田

群馬県
ジャンプスポーツクラブ　　高崎

神奈川県
川崎クラブ

福島県
表郷天狗クラブ

青森県
平内町体協野球部ＯＢ

埼玉県
越谷クラブ

神奈川県
厚木クラブ

千葉県
習志野クラブ

福島県
表郷天狗クラブ

神奈川県
川崎クラブ

茨城県
全東海

福島県
いわきクラブ

埼玉県
全川口野球倶楽部

茨城県
全東海

東京都
オール中野

茨城県
全東海

福島県
ふくしま野球クラブ

東京都
東京オール中野

東京都
オール中野

岩手県
本宮ＯＢクラブ

千葉県
東葛クラブ

茨城県
全東海

東京都
東京オール中野

埼玉県
さいたまクラブ

白河天狗山旗争奪東北関東選抜壮年軟式野球大会成績表

優勝 準優勝 三位

東京都
オール中野

茨城県
日立多賀クラブ

山形県
山形クラブ

千葉県
市原クラブ

神奈川県
横須賀クラブ

福島県
竹田病院シニアクラブ

群馬県
あかぎクラブ

東京都
東京銀杏クラブ

神奈川県
横須賀クラブ

栃木県
城山ＯＢ

埼玉県
越谷クラブ

神奈川県
川崎クラブ

秋田県
秋銀クラブ

山形県
山形クラブ

福島県
ふくしま野球クラブ

茨城県
全東海

神奈川県
厚木クラブ

山梨県
甲府ベースボールクラブ

福島県
ふくしま野球クラブ

群馬県
三洋スターズ

神奈川県
横須賀クラブ

宮城県
オール宮城

東京都
東京銀杏クラブ

東京都
東京オール中野

山形県
山形クラブ

栃木県
城山ＯＢ

神奈川県
横須賀クラブ

神奈川県
川崎クラブ

山形県
山形クラブ

埼玉県
さいたまクラブ

茨城県
壮年全東海クラブ

栃木県
城山ＯＢ

茨城県
全東海

東京都
東京PRIDE

秋田県
秋田市役所OB

栃木県
芳賀クラブ
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大会 優勝 準優勝 三位

第１６回

第１７回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

山梨県
都留シリアス

群馬県
ジャンプスポーツクラブ

福島県
白河ベースボールクラブ

秋田県
秋田市役所OB

茨城県
全東海

福島県
いわきクラブ

千葉県
成田オールスター

神奈川県
横浜チャレンジャー

茨城県
常陸倶楽部

群馬県
フォーティーファイバーズ

前年優勝
越谷クラブ

埼玉県
オール八潮

神奈川県
川崎クラブ

埼玉県
越谷クラブ

栃木県
氏家OB

東京都
東京オール中野

埼玉県
さいたまクラブ

千葉県
千葉東葛クラブ

神奈川県
川崎クラブ

福島県
竹田病院シニアクラブ

群馬県
ジャンプスポーツクラブ

東京都
東京オール中野

千葉県
市原クラブ

埼玉県
ＡＬＬ朝霞

中止

中止

埼玉県
さいたまクラブ

東京都
江戸川クラブ

神奈川県
厚木クラブ

群馬県
フォーティーファイバーズ

埼玉県
越谷クラブ

埼玉県
さいたまクラブ

山形県
オール鶴岡

茨城県
常陸倶楽部

千葉県
東葛クラブ

群馬県
ジャンプスポーツクラブ

埼玉県
さいたまクラブ

神奈川県
横須賀クラブ
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～ 軟式野球競技の沿革 ～ 
□明治～大正 

明治5年アメリカから伝わった野球は明治、大正を経てようやく盛んになり、大正4年開催された朝日新聞社

の第 1 回全国中等学校優勝野球大会と、その後になって開催された毎日新聞社の春の全国選抜中等学校野球大会

などが全国の青少年に関心と刺激を与え少年の間で非常な勢いで盛んになった。 

 

この頃、硬式野球を行うまでに至らない少年たちはテニスボールなどによって野球を楽しんだが、軽くてスピ

ード感が伴わないなどの欠陥があり、その後できたスポンジボールも打撃にたえず破損度が高いため次第にうす

れてしまった。 

 

大正 8 年糸井浅次郎、鈴鹿栄両氏は少年に適し硬式のように危険がなく、しかも少年たちに野球の指導が容易

にできるボールにしたい着想から研究努力した結果、現在使用されているボールが誕生し、少年野球の普及とと

もに一般大衆スポーツとしても急速に発展してきたのである。 

 

□昭和初期～中期 

昭和16年、第2次世界大戦の勃発により一時中絶状態となったが、占領下の21年混とんたる世情と物資欠乏

のさ中、第1回全日本軟式野球大会（のちの天皇賜杯全日本軟式野球大会）が16チームの参加によって京都にお

いて開催された。この大会は敗戦の痛手から立ち上がろうとする国民1人1人の心に潤いを与え建設的意欲をも

りたてたものというべく有意義な大会であった。 

 

その後この大会は各都道府県代表各1チームの参加で行われるようになり、昭和23年に天皇杯が下賜され、こ

れを契機として軟式野球は発展の一途をたどり、現在全日本軟式野球連盟傘下チーム数は社会人チーム 36,845、

少年チーム20,284、大学協会、専門学校、還暦連盟の約120万人の競技人口である。 

 

また、ボールにも改良が加えられ中空でない軟式ボールが誕生し、これを「準硬式」と呼び昭和25年から東西

両日本においてそれぞれ大会が開催されてきたが、全国的大会開催の要望によって昭和39年第15回大会をもっ

て発展的解消し、昭和40年より常陸宮賜杯全日本準硬式野球大会として実施されていたが、使用球場が硬式球場

と同じ扱いのためチームの練習会場、予選大会会場の確保などに困難をきたしたので昭和52年度第13回大会を

もって中止した。 

 

□昭和中期～後期 

昭和32年からすべての軟式野球人に全国大会に出場できる希望をあたえることによって、軟式野球の底辺拡大

に大きな成果をもたらすことができるという目的で、B・C級を対象とした全国大会である高松宮賜杯全日本軟式

野球大会（B級を一部、C級を二部と呼称）が開催されてきている。なお、昭和63年よりこの大会を一部、二部

分離して開催することとなった。 

 

以上の二大会は毎年一回全国各地で開催されているほか国民体育大会に軟式野球競技として第一回から実施さ

れている。その他昭和54年よりB・C級を対象とした東・西日本軟式野球大会（B級を一部、C級を二部と呼称）

が毎年実施されている。 

 

また、昭和 45 年には少年野球が組織化され、少年一部（高校生年齢層のクラブチーム）、少年二部（中学生年

齢層のクラブチーム）、少年学童部（小学生年齢層のクラブチーム）の3部門にわかれ、全国各地でそれぞれ少年

野球大会が開催されている他昭和50年からは少年二部による全日本少年軟式野球大会が開催されていたが、昭和

56年よりこれに変わり学童部による全日本学童軟式野球大会が実施され、最近は学童の野球が非常にさかんにな

っている。 

 

昭和59年度より少年二部の大会が復活し、新たに第1回全日本少年軟式野球大会として開催されることとなっ

た。国民体育大会の軟式野球競技は一般社会人（成年の部）と少年一部（少年の部）が行われていたが、昭和63

年第43回京都国体より少年の部が廃止され、新たに成年一部、成年二部となった。 また、平成元年第44回北海
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道国体より成年一部、成年二部に加え壮年の部が創設され、別に規程された順位決定方法による合計点で天皇杯

順位が決定されることになっている。 

 

□昭和後期～平成 

学童大会は、昭和63年より各都道府県代表のフルエントリーとなる。平成6年より少年二部を少年と改称。平

成7年、創立50周年を機に高円宮憲仁親王殿下を名誉総裁にお迎えし、平成9年第17回全日本学童軟式野球大

会より高円宮賜杯が下賜された。Aクラスの大会として平成9年より西日本選手権、平成10年より東日本選手権

が新設された。 

 

なお、平成11年度第54回熊本国体より種別の呼称を一般A（従来の一部）、一般B（従来の二部）、成年（従来

の壮年）と変更した。また平成17年より成年層の全国大会として日本スポーツマスターズに参加した。国体改革

2003により平成20年大分国体より成年男子の一種別開催となった。 

平成14年11月21日高円宮殿下のご逝去により、平成15年1月21日第二代の名誉総裁として憲仁親王妃久子殿

下にご就任いただいた。 

 

平成17年より成年層の全国大会として日本スポーツマスターズに参加した。平成20年、国体改革2003により

同年大分国体から成年男子の一種別開催となった。また、同年の第25回大会より全日本少年野球大会に文部科学

大臣杯が授与された。平成21年、平成2年第10回大会より茨城県水戸市で開催してきた高円宮賜杯全日本学童

大会の開催地を第29回大会より東京都へ移した。平成22年より青少年育成及びジュニア強化を目的に少年部の

新規大会として文部科学大臣杯全日本少年春季軟式野球大会を静岡県にて開催することとなった。また、国の法

人制度改革に伴い、移行認定を受けて平成24年1月4日、公益財団法人全日本軟式野球連盟として登記、新たな

スタートを切った。平成25年4月、アマチュア野球の統括団体である一般財団法人全日本野球協会の設立に伴い

加盟登録し、野球界のすそ野を支える団体として他団体との連携協力を図り事業運営を行うこととなった。平成

25年より女子野球の普及を目的に女子小学生を対象としたNPBガールズトーナメントを一般社団法人日本野球機

構との共催により開催することとなった。侍ジャパン女子日本代表チームの国際大会での活躍により女子学童球

児の目標設定が具体化されますます女子野球の普及推進が求められている。 

 

平成28年より、女子中学生を対象とした全日本中学女子軟式野球大会を京都府にて開催することとなり、小学

生から一般まで女子選手にとって各ステージにおける全国大会の場が整備された。また、平成28 年 12 月、2 年

に1度開催されるアジア野球連盟主催の第9回U-12アジア選手権大会において、全国の小学生登録選手で編成し

たU-12侍ジャパン日本代表が初優勝を達成した。 

 

平成29年より、当該年度の東西選手権大会優勝チームおよび天皇賜杯大会の優秀チームを対象に軟式野球の普

及振興、競技力向上を目的としたスポニチ杯全日本軟式野球大会を開催することとなった。 

 

□J.S.B.B.の由来について 

昭和20年8月15日の第二次世界大戦の日本の敗戦により、アメリカ軍が日本に駐留することとなり、その最

高責任者としてマッカーサー元帥が来日し、司令部(GHQ)が設置された。 

当時団体を結成する場合はGHQ の許可が必要だったため申請をしたところ、日本で生まれ日本だけで普及した

（現在はアジアにも普及）軟式野球につい て、GHQではRubber Ball（ゴムのボール）を理解できず、野球とは

ベースボール（硬式）かソフトボールのいずれかであるという見解であった。そこで、ソフトボールを連盟に受

け入れ「ソフトボール部会」とし、「Japan Softball Baseball Association」（略称：JSBB）とすることで団体と

しての許可を得た。 

現在、JOC等で登録する英文の名称は、ゴムのボールを使う野球という事で直訳的に「Japan Rubber Baseball 

Association」としている。 

連盟のマークとして、記章などは JSBB を図案化したものを中央に配し、回りを Japan Rubber Baseball 

Associationとローマ字で囲んだものを使用している。 

ちなみにソフトボール部会は昭和24年3月31日、日本ソフトボール協会として創立、分離された。 

 

【公益財団法人 全日本軟式野球連盟ホームページ 抜粋】 
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協 賛 企 業 一 覧 
 

株 式 会 社 那 須 ナ ー セ リ ー  様 

山 田 設 備 工 業 株 式 会 社  様 

株 式 会 社 共 和 建 商  様 

株 式 会 社 キ コ ー  様 

薄 井 建 設 工 業 株 式 会 社  様 

白 河 信 用 金 庫  様 

村 上 ス ポ ー ツ 店 株 式 会 社  様 

有 限 会 社 池 田 工 芸  様 

協同組合県南消防設備点検センター 様 

有 限 会 社 荒 井 建 設  様 

株 式 会 社 神 林 建 設  様 

有 限 会 社 橋 本 設 備  様 

株 式 会 社 東 工 業  様 

日 智 武 建 設 株 式 会 社  様 

 

以上  
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メモ

大 会 事 務 局

白河市表郷庁舎地域振興課

電話0248-32-2114　FAX0248-32-2234

表郷天狗山球場

電話0248-32-4613　FAX0248-32-4651

44 




